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第 26 号様式（第 63 条関係） 

指定管理者モニタリングレポート 

施 設 名 大隅広域夜間急病センター 

所 在 地 鹿屋市共栄町14番18号 

指定管理者 

名 称： 公益社団法人 鹿屋市医師会                      

代 表 者： 会長  池田 大輔                             

住 所： 鹿屋市西原三丁目7-39                           

連 絡 先： 0994-45-4119    

モニタリングの 

実施経過 

●月例報告（毎月）                   

●現地調査（随時）        

●事業決算の確認 

●利用者アンケート（随時） 

当部課 

（問合せ先） 
保健福祉部 健康増進課  電話 0994-41-2110（直通） 

【モニタリングの総合評価】 

１ 設置目的の達成 

① 大隅定住自立圏を形成する鹿屋市、垂水市、志布志市、大崎町、東串良町、錦江町、南大隅町、 

肝付町に令和５年度から曽於市も加えた４市５町の運営費負担により「初期救急診療」と「急病に 

関する電話相談」を実施し夜間診療体制を確保している。 

② 発熱外来を積極的に受入れ、新型コロナウイルス及びインフルエンザの感染拡大防止に努めた。 

③ 令和４年度からは外科診療を新設し、センター治療の拡充を図っている。 

令和５年度実績 受 診 者 小児科  2,594 人（令和４年度 2,325 人）前年比    269 増 

             内 科  3,381 人（令和４年度 3,207 人）前年比    174 増 

             外 科 1,295 人（令和４年度 1,182 人）前年比   113 増 

               全  体  7,270 人（令和４年度 6,714 人）前年比    556 増 

                      1 日平均利用者数 20.0 人（8 月 8・9日は台風接近により休診） 

            電話相談 小児科 2,309 件（令和４年度 2,612 件）前年比    303 減   

内 科 2,446 件（令和４年度 3,342 件）前年比    896 減   

外 科  997 件（令和４年度 1,068 件）前年比    71 減 

全 体  5,752 件（令和４年度 7,022 件）前年比   1,270 減  

              1日平均利用件数 15.8件 

２ 市民サービスの向上について 

 ① 事故対応、防犯防災マニュアルの整備、鹿屋市役所の常駐警備員の夜間巡回警備（深夜）の継続

等、安全管理体制の充実を図っている。 

 ② 利用者からの苦情や意見等については、内容を精査し迅速な対応を行い、早期に適切な処理を行

っている。 

 ③ 発熱外来の設置により、新型コロナウイルス及びインフルエンザの感染者を早期発見、早期治療

につなげ感染拡大防止に努めている。 

  ④ 全職員が診療方針である『大隅広域夜間急病センター診療の心得』『経営改善に努力しましょう』

『電話相談心得』を遵守し、地域に必要とされる夜間診療体制の強化に努めている。 
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３ 業務の効率性 

 ① 鹿屋市医師会理事（会長・副会長・内科担当理事・小児科担当理事）を中心に運営体制の強化を

図り、センター内の諸問題や業務改善が迅速かつ的確に行われている。 

② 内科、小児科、外科ともに地域の医療機関や救急隊との協力体制を維持することにより、救急受

入れ（転送）の対応等が迅速かつ適正に行われている。 

③ 職員会議等を通じて情報の共有を図り、様々な視点から改善が必要とされる提案を把握し業務の

効率化を図っている。 

４ 経費削減 

①  薬剤・医療材料・消耗品等は在庫管理の徹底を図り、適正な量だけを購入することにより期限切

れによる廃棄防止に努めている。 

②  不要な箇所の消灯、冷暖房の適正温度設定を徹底し節電に努めている。 

５ 利用料金等の収入について 

① 利用料金等の収入については、積極的な発熱外来の受け入れと外科が認知された一方で、新型 

コロナウイルスの感染法上の位置づけが第５類になったことから、診療報酬は前年比7,215,945円の 

減額となったが、利用者は556人増加した。   

 【今後の業務改善に向けた考え方】 

≪指定管理者が実施・検討する事項≫ 

 １ 大隅地域は 23 時以降の耳鼻咽喉科・眼科等の夜間診療体制が確立されていない為、転送 

や電話相談等での対応に苦慮しているのが現状である。 

 また、今後も引き続き重症患者等については、後方病院との連携をさらに強化し、円滑に治療が 

受けられるよう体制の充実を図る必要がある。 

 ２ 開設から 13 年が経過し、建物設備の修繕や医療機器等の更新時期を迎えており、予算の平準化

を図りながら予算措置を講ずる必要がある。 

 

≪施設所管課が実施・検討する事項≫ 

１ 令和４年度からの外科診療の開始に伴い、周辺住民への周知を図りながら、コンビニ受診防止等、

適正受診の啓発活動を広報誌等で毎年引き続き行っていく。（４市５町） 

２ 経年劣化に伴う建物設備の修繕や医療機器の更新等に備えた計画を作成する必要がある。 

３ 運営スタッフ数（医師・看護師・事務）の継続的な確保が必要であり、各医師会や鹿児島大学 

病院、鹿児島市立病院等との協力体制維持の働きかけを今後も行っていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

⑴基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮） 

① 合目的性・公平性・効果性 

夜間急病センターは、夜間における診療の場を提供することにより、市民の安心で安全な暮らしに寄

与することを目的としており、利用者のニーズを的確に対応することにより、適切な医療サービスが提

供されている。 

⑵業務内容 

①機能性・独創性（事業への具体的な取組み方） 

市内医療機関と連携のもと、初期救急医療における夜間の応急的な診療や電話相談で患者の不安解消

と救急医療の適切な受診の普及啓発に取り組んでいる。 

②責任性・実行性（施設の運営体制や組織） 

 指定管理者である鹿屋市医師会「大隅広域夜間急病センター」は、大隅定住自立圏を形成する鹿屋市、

垂水市、志布志市、大崎町、東串良町、錦江町、南大隅町、肝付町に令和５年度から曽於市を加えた４

市５町が運営費を負担している医療機関であり、公の施設として関係法令、基本協定書、仕様書及び事

業計画書に基づき適正な管理運営行っている。 

③明瞭性・規律性（適正な事務や経理） 

 関係法令、基本協定書、仕様書及び事業計画書、運営マニュアル、予算書に沿って適正な事務を行っ

ている。 

 経理、人事、医療関係などの書類は文書管理規定に基づき、適正に整理保存されている。  

④安全性（安全管理・緊急時等の対応） 

 事故や防犯防災、院内感染対策等の各種対応マニュアルは整備され、安全管理体制が確保されている。 

施設設備、医療機器等の老朽化が進む中、保守点検や修繕等を行い、診療に支障がないよう適切な管

理がなされている。 

発熱外来の受け入れを積極的に行い、新型コロナウイルスやインフルエンザの感染症拡大防止に努め

ている。 

⑤社会性（環境等への配慮） 

 院内清掃（床の掃き拭き・便所・玄関ガラス拭き等）備品、器具、手すり等は院内消毒等を毎日行い、

環境衛生と美化の徹底がなされている。 

 医療産業廃棄物は、鍵付きの専用ＢＯＸを使用し、マニフェストも適正に保管されている。 

⑶事業収支 

① 経済性 

利用料金等の収入については、積極的な発熱外来の受け入れと外科が認知された一方で、新型コロナ

ウイルスの感染法上の位置づけが第５類になったことから診療費は、前年比7,215,9450円の減額となっ

たが、利用者は556人増加した。 

支出については、項目によっては予算（計画）と多少差異はあるものの、全体的には適正に運営が 

行われている。 

⑷団体の経営状態 

①経営の健全性 

事業の収支決算及び管理運営は適正に行われている。 
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第 27 号様式（第 63 条関係） 

施 設 概 要 調 書 

１ 施設の概要 

施 設 名 大隅広域夜間急病センター 所 管 課：健康増進課 

所 在 地 鹿屋市共栄町14番18号 設置年月日：H23年4月1日 

設 置 目 的 
平日及び休日の夜間における内科、小児科、外科の救急医療体制（一次診療）

の確保 

設置の根拠 

（法令、条例等） 
鹿屋市大隅広域夜間急病センター条例 

施設の概要 

設備の概要 敷地面積  678.09（㎡）  

延床面積  260.96（㎡）  

《有料》 

 ① 健康保険法第76条第2項及び高齢者の医療の確保に関

する法律第71条第1項の規定に基づく厚生労働大臣が定

める診療報酬の算定方法により算定した額 

② 診断書等交付手数料  

《無料》 

事 業 概 要 （１）夜間における内科、小児科、外科の救急医療体制の確保 

 

２ 経営分析評価指標 

① 事業収支 33,456,000円 ④外部委託費比率       5.0％ 

②利用料金比率    46.5％ ⑤利用者あたり管理運営コスト      23,041円 

③人件費比率    77.6％ ⑥利用者あたり自治体負担コスト    14,774円 

※ 少数点第２位四捨五入           ①の事業収支（黒字）は鹿屋市に返納予定 

 

３ 運営状況 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

開館日数 365日   363日（※） 

開館時間 18：30～7：00 18：30～7：00 

事業開催  令和５年４月1日～ 令和５年４月1日～ 

                            ※台風接近に伴い、8/8・9 は休診 

４ 利用実績 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

貸し室等 

利用回数 

会議室１   

会議室２   

会議室３   

計   

施設利用人数 

会議室１   

会議室２   

会議室３   

計   

相談件数  ― 5,752件 

講座参加者数    

合  計   5,752件 
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第 28 号様式（第 63 条関係） 

指定管理者自己評価表  

令和６年３月 31 日 

 

指定管理者  公益社団法人 鹿屋市医師会  

 

施 設 名  大隅広域夜間急病センター   

 

確認事項 自己評価 

履行 

確認 
１ 協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営を行っているか ３ ・ ２ ・ １ 

執 

行 

体 

制 

２ 人員の配置が適切であるか ３ ・ ２ ・ １ 

３ 従業員に対し、業務に必要な研修や教育を適切に行っているか ３ ・ ２ ・ １ 

４ 就業規則等を遵守し、雇用者の労働環境を確保しているか ３ ・ ２ ・ １ 

５ 個人情報の取扱いは適切に行っているか ３ ・ ２ ・ １ 

安

全

対

策 

６ 危険箇所の把握及び点検を行い、利用者等の安全安心に努めているか ３ ・ ２ ・ １ 

７ 防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であるか（緊急連絡網や初動

対応要領の作成等） 
３ ・ ２ ・ １ 

サ 

䤀 

ビ 

ス 

の 

質 

８  親切丁寧な接客に努めているか ３ ・ ２ ・ １ 

９ 利用者からの苦情等に対し適切に対応しているか ３ ・ ２ ・ １ 

10 特定の者に有利又は不利な取扱いをしていないか ３ ・ ２ ・ １ 

11 サービス向上及び利用促進のための取組を行っているか ３ ・ ２ ・ １ 

報
告
事
項 

12 利用者の満足度調査（聞き取りを含む）等を行っているか ３ ・ ２ ・ １ 

13 施設の破損及び異常について、速やかに対応し、市へ報告しているか ３ ・ ２ ・ １ 

経
営
状
況 

14 利用者数や稼働率等は適切な水準であるか ３ ・ ２ ・ １ 

15 事業収支は妥当であるか ３ ・ ２ ・ １ 

総合 

評価 

(所感) 

市民の安心と安全な生活の確保及び一次救急の医療機関としての役割を果たしている。 

診療、レセプト請求等も適切に行われ、今年度は未収金者ゼロを達成できた。 

また、積極的な発熱外来の受け入れと外科が認知された一方で、新型コロナウイルスの

感染法上の位置づけが第５類になったことから、診療費は前年比7,215,9450円の減額とな

ったが、利用者は556人増加した。 

 
【自己評価の採点基準】「３」･･･優 「２」･･･良 「１」･･･可 
※ 総合評価（所感）の欄には、年間を通した指定管理業務において評価できる点や改善点・反省点を踏まえ

た所感を記載すること。 
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 事業収支                            （単位：千円） 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

貸し室等利用

収入 

会議室１   

会議室２   

会議室３   

計   

利用料金収入 ６７，６５９ ９３，３７４ 

指定管理料 １０７，４０７ １０７，４０７ 

その他収入 １８０ １８６ 

補助金 ０ ０ 

繰越金 ０ ０ 

収入計（Ａ） １７５，２４６ ２００，９６７ 

事業費 ０ ０ 

人件費 １４１，９９９ １２９，９８２ 

修繕費 ２１５ １，１０２ 

通信運搬費 ４１９ ５０４ 

印刷製本費 ３５６ ２２３ 

光熱水費 １，６０８ １，４９９ 

委託料 ８，４９２ ８，３２３ 

保険料 ２８９ ２４７ 

租税公課費 ６，０１９ ３，４８３ 

雑費 １，１８６ ２，４９６ 

管理費 １４，３００ １９，１８４ 

その他 ３６３ ４６８ 

予備費 ０ ０ 

支出計（Ｂ） １７５，２４６ １６７，５１１ 

収支（Ａ）－（Ｂ） ０ ３３，４５６ 

 


